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梶
山
理
事
長
は
、「
自
民
党
東

京
都
連
役
員
の
皆
様
、
所
属
国
会

議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
私
ど
も
の
た
め
に
貴
重
な
時

間
を
お
取
り
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
日

頃
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
、
こ
の

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
、「
私
ど

も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
や
、
慢
性
化
し
て
い
る
人

手
不
足
、
人
件
費
の
高
騰
等
の

影
響
を
受
け
、
大
変
厳
し
い
環

境
が
続
い
て
お
り
ま
す
」
と
、

ビ
ル
メ
ン
業
界
の
苦
境
を
説
明
。

　
「
昨
年
６
月
に
は
公
共
工
事
の

品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
公
共
建
築
物

等
の
維
持
管
理
に
関
し
て
品
質

確
保
や
事
業
者
の
育
成
等
に
関

す
る
努
力
義
務
規
定
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
私
ど
も
東
京
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
と
し

て
は
、
公
共
建
築
物
等
を
適
切

に
維
持
管
理
す
る
た
め
に
環
境

整
備
が
よ
り
一
層
前
進
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
、
品
確
法
の
改
正
に
言

及
し
て
期
待
を
表
明
。

　

都
議
会
各
会
派
に
、「
来
年
度

の
都
予
算
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
を
横
田
幹
事
長
か
ら

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

と
、
さ
ら
な
る
支
援
を
要
請
し

た
。

　

横
田
英
雄
幹
事
長
は
、「
私
ど

も
は
、
公
共
建
築
物
管
理
の
適
正

な
価
格
で
の
発
注
に
よ
る
品
質
の

確
保
と
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
促
進

を
基
本
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
工
事
の
品
質
の
確
保
に
関
す

る
法
律
が
昨
年
の
６
月
に
改
正
・

施
行
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
契
機

に
さ
ら
に
行
政
の
取
り
組
み
が
進

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
」
と
基
本
方
針
な
ど
を
述
べ
た

後
、「
要
望
の
内
容
は
継
続
事
項

も
多
数
あ
り
ま
す
」
と
前
置
き
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
事
項
を
説

明
。

　

総
合
評
価
制
度
の
拡
充
で
は
、

特
に
総
合
管
理
案
件
の
入
札
資

格
へ
の
Ｊ
Ｖ
導
入
に
つ
い
て
、

「
異
な
っ
た
業
態
の
中
小
企
業
が

協
同
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発

揮
で
き
る
方
式
と
し
て
Ｊ
Ｖ
が

有
効
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
定

規
模
以
上
の
総
合
管
理
案
件
に

お
い
て
は
、
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参

加
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
」

と
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
十
分
な
予
算
措
置
並

び
に
最
低
制
限
価
格
等
を
導
入

す
る
場
合
の
協
議
、
契
約
内
容

の
履
行
確
保
と
入
札
参
加
資
格

の
審
査
、
障
害
者
雇
用
の
促
進

に
つ
い
て
要
望
。
新
た
に
掲
げ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
」
の
項
目
で
は
、
契
約

変
更
や
希
望
退
職
者
の
増
加
な

ど
に
よ
り
深
刻
な
影
響
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
衛
生
・
安

全
の
両
面
か
ら
都
民
生
活
の
維

持
に
不
可
欠
な
施
設
を
支
え
て

い
る
ビ
ル
メ
ン
業
務
へ
の
支
援

策
の
拡
充
を
強
く
訴
え
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
都
議
会
自
由

民
主
党
か
ら
は
「
役
所
が
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
契
約
を
見
直
す
、
減
額

す
る
と
い
う
の
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
実
際
の

事
例
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
施
設

か
」、都
議
会
公
明
党
か
ら
は
「
医

療
施
設
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
、
患
者
の
部
屋
や
患
者
の
近
く

で
行
う
作
業
も
あ
る
の
か
」、
都

議
会
立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ

か
ら
は
「
今
回
提
出
い
た
だ
い
た

要
望
に
記
載
し
て
い
な
い
要
望
は

何
か
あ
る
か
」
な
ど
の
質
疑
が
あ

り
、
梶
山
理
事
長
や
横
田
幹
事
長

が
応
答
。

　

都
議
会
自
由
民
主
党
は
「
本

日
は
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
後
日
改
め
て
時
間
を
設
け
、

別
途
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
ょ

う
」、
都
議
会
公
明
党
は
「
貴
重

な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」、
都
議
会
立
憲
民
主

党
・
民
主
ク
ラ
ブ
は
「
今
後
も

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
て
、
各
会
派
と
も
要
望
に

対
す
る
力
強
い
支
援
を
約
束
し

て
い
た
だ
い
た
。

都議会各会派へ支援を要請！
「新型コロナ対策」でも要望

立憲民主党・民主クラブ
中村ひろし幹事長に要望書を手渡す梶山理事長

自民党
山﨑一輝幹事長に要望書を手渡す梶山理事長

公明党
長橋桂一顧問に要望書を手渡す梶山理事長

ビルメン業界の窮状を訴え
自民党都連に支援を要請！

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
２
年
10
月
２
日
、
自
由
民
主
党

東
京
都
支
部
連
合
会
が
自
民
党
本
部
に
お
い
て
開
催
し
た

「
令
和
３
年
度
国
家
予
算
・
税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
」
に

参
加
し
て
、「
令
和
３
年
度
国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る

要
望
」
を
手
交
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
経
営
環
境
が

悪
化
し
た
こ
と
を
訴
え
て
要
望
内
容
を
説
明
し
、
要
望
の

検
討
お
よ
び
支
援
を
訴
え
た
。

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
９
月

２
日
、
都
議
会
自
由
民
主

党
、
都
議
会
公
明
党
、
都

議
会
立
憲
民
主
党
・
民
主

ク
ラ
ブ
（
現
・
立
憲
民
主

党
）
が
都
議
会
議
事
堂
に

お
い
て
開
催
し
た
令
和
３

年
度
東
京
都
議
会
予
算
要

望
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
し
、

「
令
和
３
年
度
東
京
都
所
有

の
建
築
物
の
維
持
管
理
に

関
す
る
要
望
」（
本
紙
第

２
４
５
号
に
掲
載
）
を
手

交
。
新
た
に
掲
げ
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
」
を
含
む
要
望
実

現
へ
の
支
援
を
強
く
訴
え

た
。

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、

「
私
ど
も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

界
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
人
手
不

足
や
人
件
費
高
騰
が
ま
す
ま
す
進

み
、
大
変
厳
し
い
環
境
が
続
い
て

都
議
会
立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ
で
の
様
子

都
議
会
公
明
党
で
の
様
子

都
議
会
自
民
党
で
の
様
子


